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剤闘醍利欧瓶敗疑醐粋鐸訂ま．獅
つ師躊‘導瑾確重

世論高め透明性を

大半は「1
こ
う
し
た
機
密
費
の
使
途

公
開
に
消
極
的
な
鳩
山
政
権

に
対
し
、
連
立
を
組
む
社
民

党
は
い
ら
だ

っ
て
い
る
。
福

島
瑞
穂
消
費
者
行
政
担
当
相

は
政
府
が
外
交
機
密
費
の
官

邸
へ
の

″上
納
〃
を
認
め
た

こ
と
に
関
連
し
、

「過
去
の

分
を
き
ち

っ
と
精
査
す
べ
き

だ
」
と
苦
言
を
呈
し
た
。

民
主
党
は
野
党
時
代
、
財

政
の
透
明
性
確
保
に
固
執
し

た
。
〇
九
年

マ
ニ
フ

エ
ス
ト

に
も

「税
金
の
使
い
途
を
す

べ
て
明
ら
か
に
し
、
国
民
の

チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
る
」
と
明

記
し
て
い
る
。

岡
田
克
也
外
相
は
政
調
会

長
だ

っ
た
〇

一
年
に
、
機
密

費
に
つ
い
て

「
ど
う
い
う
こ

と
を
機
密
費
で
や

っ
て
き
た

か
を
き
ち

っ
と
情
報
公
開
せ

ず
に
、
単
に
額
だ
け
で
ご
ま

か
そ
う
と
し
て
い
る
印
象
を

受
け
る
」
と
、
当
時
の
自
公

政
権
を
批
判
し
て
い
る
。

・

そ
れ
だ
け
に
、
鳩
山
政
権

の

ツ変
心
〃
と
も
受
け
取
れ

る
対
応
や
連
立
内
の
不
協
和

書
は
、
逆
に
野
党
の
格
好
の

攻
撃
材
料
に
な
る
。

官
房
長
官
経
験
者
の
加
藤

紘

一
・
自
民
党
元
幹
事
長
は

「自
民
党
は
政
権
運
営
に
は

情
報
収
集
な
ど
機
密
事
項
が

あ
る
と
言

っ
て
き
た
が
、
民

主
党
は
公
開
せ
よ
、
と
主
張

し
て
き
た
。
政
権
獲
得
後
に

違
う
こ
と
を
言
う
の
は
お
か

し
い
」
と
批
判
す
る
。

十
二
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
上
納
問
題
を
質
問
し
た

共
産
党
の
塩
川
鉄
也
衆
院
議

員
も
、
政
権
が
上
納
さ
れ
た

機
密
費
の
用
途
を
不
開
示
に

し
て
い
る
点
に
つ
い
て

「外

務
省
予
算
を
内
閣
官
房
が
使

用
し
た
な
ら
財
政
法
違
反
。

民
主
党
政
権
は
ま
と
も
に
調

査
し
て
お
ら
ず
、
自
民
党
政

権
の
う
み
を
出
し
切

っ
た
と

は
言
え
な
い
」
と
語
る
。

鳩
山
政
権
や
民
主
党
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
。

鈴
木
宗
男
衆
院
議
員

は

「
国
民
の
税
金
を
使
う
際
は

か
ら
三
十
年
後
の
使
途
公
開

を

法

律

で
義

務

付

け
る

な

ど
、
説
明
性
と
透
明
性
を
担

保
す
べ
き
だ
」
と
、
新
た
な

公

開

シ
ス

テ

ム
を
提

案

す

る
。一

方
、
市
民
団
体

「
政
治

資
金
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
」

（大

阪
市
）
の
阪

口
徳
雄
弁
護
士

は
、

機

密

費

の

「
必

要

悪

論
」
を
否
定
す
る
。

阪
口
弁
護
士
ら
は
〇
五
ト

〇
六
年
の
官
房
機
密
費
の
支

出
情
報
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、

多
い
月
に
は
五
十
回
以
上
も

「
会
合
費
」
が
使
わ
れ
た
こ

と
を
突
き
止
め
た
。

「
『
機
密
費
』
と
は
与
野

党
の
議
員
対
策
費
用
が
ほ
と

ん
ど
。
民
間
人
や
外
国
人

へ

の

『
政
策
推
進
費
』
は
や
む

を
得
な
い
が
、
官
房
長
官
や

官
僚
た
ち
の

『
会
合
費
』
が

大
半
。
本
当
の
機
密
費
は
ご

く
わ
ず
か
だ
ろ
う
」

同
弁
護
士
は
河
村
前
官
一房

長
官
に
よ
る
二
億
五
千
万
円

の
官
房
機
密
費
引
き
出
し
に

政
権
交
代
で
べ
「
ル
が
は

が
さ
れ
る
か
と
思
い
き
や
、

官
房
機
密
費
の
扱
い
の
責
任

者
で
あ
る
平
野
宮
房
長
官
は

就
任
直
後
、

「
そ
ん
な
の
あ

る
ん
で
す
か
卜
一
昨
年
九
ヽ

十
月
に
は
自
ら
が
計
一
億
二

千
万
円
を
引
き
出
し
た
が
、

使
途
の
説
明
は
避
け
た
。

っ
い
て
も

「
（‐
こ
の
使
途
な

ど
を
）
現
政
権
が
明
ら
か
に

で
き
な
い
の
は
自
分
た
ち
も

使
い
た
い
か
ら
。
こ
れ
を
公

開
で
き
な
い
よ
う
で
は
政
権

交
代
は
無
意
味
」
と
鳩
山
政

権
に
も
矛
先
を
向
け
る
。

厚
い
ベ
ト
ル
を
は
ぐ
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
阪

口
弁
護
士
ら
は
世
論
喚
起
が

不
可
欠
と
い
う
。
同
団
体
メ

ン
バ
ー
は
新
旧
政
権
の
官
一房

機
密
費
の
使
途
不
開
示
決
定

を
不
服
と
し
て
ヽ
処
分
取
り

消
し
を
求
め
る
訴
え
を
大
阪

地
裁
に
起
こ
し
た
０
今
後
も

情
報
公
開
や
裁
判
を
通
じ
、

世
論
に
訴
え
る
方
針
だ
。

河
村
氏
を
告
発
し
た
司
法

書
士
ら
の
グ
ル
ト
プ
も
近
く

全
国
か
ら
有
志
を
募
り
い
河

村
氏
を
告
発
す
る
は
が
き
を

東
京
地
検
に
送
る
運
動
を
始

め
る
。
同
グ
ル
ー
プ
の
代
理

人
、
辻
公
雄
弁
護
士
は
こ
う

訴
え
た
。

「
は
が
き
で
の
告

発
を
世
論
を
動
か
す
国
民
運

動
に
発
展
さ
せ
た
い
」
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鈴
木
宗
男
衆
院
議
員
の
質
問
主
意
書
と
、
外
務
省
報

償
費
の
官
邸
へ
の

「上
納
」
を
認
め
た
政
府
答
弁
書

透
明
性
を
確
保
す
る
必
要
が
　
「
イ
ン
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
編

あ
る
。

（情
報
収
集
の
）
相

集
長
で
、

「機
密
費
」
の
著

手
方
ま
で
朗
ら
か
に
す
る
必

書
が
あ
る
歳
川
隆
雄
氏
も

要
は
な
い
が
、
海
外
出
張
や
　
「拉
致
さ
れ
た
在
外
邦
人
の

要
人
接
遇
費
用
な
ど
、
公
開

救
出
と
い
つ
た
こ
と
で
ヽ
国

で
き
る
も
の
は
オ
ー
プ
ン
に

益
を
守
る
上
で
必
要
か
つ
当

す
べ
き
だ
」
と
非
公
開
内
容

面
表
に
出
せ
な
い
支
出
が
あ

の
絞
り
込
み
を
強
調
す
る
。
　
る
」
と
機
密
費
の
必
要
性
は

国
際
政
治
経
済
情
報
誌

認
め
る
。
し
か
し
、

「十
年
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税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
の
に
使
途
不
明
と
い
う
機

密
費
の
ヤ
ミ
の

一
部
が
ま
た

明
る
み
に
で
ま
し
た
。
外
務

省

の

報

償

費

（外

交

機

密

費
）
の
首
相
官
邸

へ
の
上
納

で
す
。
鳩
山
内
閣
は
、
上
納

を
事
実
上
認
め
た
も
の
の
、

過
去
の
使
途
に
つ
い
て
は
調

査
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

三
浦
誠
記
者

「か
つ
て
外
務
省
の
報
償

費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交

用
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
」

岡
田
克
也
外
相
は
５
日
、

閣
議
後
の
記
者
会
見
で
そ
う

の
べ
ま
し
た
。

鳩
山
内
閣
は
同
日
、
「上

納
」
を
事
実
上
認
め
る
答
弁

書
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

平
野
博
文
宮
房
長
宮
も
、

「官
邸
に
上
納
し
た
と
い
う

事
実
は
あ

っ
た
」
（
８
日
）

と
上
納
の
事
実
を
認
め
ま
し

た
０
　
　
　
　
　
　
一

あ
る
元
官
房
長
富
は
い
い

ま
す
。「外

務
省
の
報
償
費
の

一

部
が
官
邸
に
来
て
い
る
こ
と

は
知

っ
て
い
た
「
外
遊
時
の

宮邸への上納は認めたが、真
相究明を拒む岡田克也外相
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・土
産
に
も
使

っ
た
」

上
納
が
あ

っ
た
の
は
２
０

０
１
年
ご
ろ
ま
で
。
当
時
、

年
間
約
５５
億
円
の
外
交
機
密

費
の
う
ち
、
約
２０
億
円
が
富

邸

に
上

納

さ

れ

て

い
ま
し

た
。自

公

政

権

の
森

喜
朗

首

相
、
小

泉

純

一
郎

首

相

ら

は
、
「上
納
は
な
い
」
と
国
会

・で
答
弁
、
国
民
に
ウ
ン
を

つ

き
続
け
て
い
ま
し
た
。
外
務

省
の
予
算
を
官
邸
が
使

っ
た

と
な
れ
ば
、
省
庁
間
で
の
予

算
流
用
を
禁
じ
た
財
政
法
に

も
抵
触
す
る
か
ら
で
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
岡
田
氏

は
、
「外
交
用
務

に
使
わ
れ

た

の
で
違
法

で
は
な

か

っ

た
」
と
釈
明
。

一
方
、
上
納

分
の
使
途
に
つ
い
て

「詳
細

に
つ
い
て
は
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

上
納
は
認
め
な
が
ら
も
違

法
性
を
否
定
し
、
実
態
解
明

も
拒
否
し
た
の
で
す
。

使
途
の
公
開
に
つ
い
て
も

岡
田
氏
は
、
衆
院
予
算
委
員

会

（
０２
年
２
月
）
で
、
こ
う

質
問
し
て
い
ま
し
た
。

「国
民
の
払

っ
た
税
金
を

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
形
で
政

治
家
が
勝
手
に
使

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う

疑
念
に
対
し
て
き
ち
ん
と
答

え
る
こ
と
も
大
事
な
改
革
」

上
納
は
法
律
違
反
で
、
国

民
の
疑
念
に
答
え
る
べ
き
、

と
い
う
主
張
は

一
体
ど
こ
に

消
え
た
の
か
…
。

上
納
を
受
け
た
官
邸
側
の

調
査
を
担
当
す
る
平
野
長
宮

は
ど
う
か
―
。

平
野
長
官
は
、
書
類
が
残

っ
て
い
な
い
か
ら

「不
適
切

に
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
承
知

し

て
な

い
」
（
８
日
）
と
し

て
い
ま
す
。
外
相
、
官
邸
と

も

に
、
真

相

解

明

拒

否

で

す
。し

か
し
、
違
法
性
の
動
か

ぬ

″
証
拠
″
が
国
会
で
示
さ

れ
た
こ
と
が
あ
ｎ

年
２
月
９
日
に
目

の
志
位
和
夫
委
昌

し
た
内
閣
官
房
の

で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
、

に

つ
い
て
」
。
内

便
せ
ん
に
か
か
れ

づ
り
の
文
書
で
す

９
年
ご
ろ
に
古
川

首
席
内
閣
参
事
官

閣
富
房
副
長
官
）

も
の
で
す
。 馘    ボ 1ザ贔鍼荼



ｗ秘
密

法
律
違
反
と
い
う
こ
と
に
な

一外
交

横
富
ヨ

の

上
納

　

う
」
（
∝
年
３

月

政
調
会
長

一
算
の
流
用

　
つ
ま
り

　

と
し
一Ｌ
の
会
見

）
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石
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上納された外交機砕贅
が消費税導入の国会,
策に使われたことを記
した自邸の内部文書

．ｔ
，
■

日
外
相
野
党
時
代
と
正
反
対

ヽ
の
か
，

い
を
受
け
た
官
邸
島
の

担ヽ
当
す
る
，
野
早
宮

ン
か
―

¨
長
官
は
　
薔
預
が
残

一な
い
か
ら

「
不
適
切

一れ
た
か
ど
う
か
示
知

〔
い
」
（
８

日
）
と

し

すヽ
．
外
相
　
官
邸
と

真

椙

解

明

拒

否

で

″し
　
違
法
性
の
動
か

拠̈
・
が
［甲
表
で
示
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
ｍ

ｉ

′
月
９
日
に
日
本
共
と
党

の
志
位
田
美
委
晏
Ｆ
が
艶
諺

し
た
内
閣
自
身
の
内
部
文
書

で
すタ

イ
ト

ル
は
　
「
報
値

殴

に

つ
い
て

一　
内

閣
専

用
の

使
せ
ん
に
か
か
れ
た
５
枝

つ

づ
り
の
文
書
で
す
　
１
９
８

０
年

ご
う
に
古
川
貞
二
郎

百
席
内
閣
〓
事
官

（
後
の
内

四
富
場
Ш
長
官
）
が
か
い
た

も

の
で

す
．

文
書
に
は
　
上
納
の
，
実

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
¨

『
官
房
長
官
が
取
り
扱
う

報
償
職
は
　
，
策
上
　
内
閣

官
月
と
外
務
省

に
計
上
さ
れ

て
お
り
　
形
式
的
に
は
外
務

省
計
上
分
を
内
閣
自
房
に
交

付
す
る
形
を
と

っ
て
い
る
」

文
書
に
は
”
年
ば
に
は
リ

億
９
７
０
０
万
円
が
上
神
さ

れ
て
い
る
と
か
か
れ
て
い
ま

す
●８
年
暉
”
に
つ
い
て
は

『５
億
円

（
内
麟
分
ｌ
億

外

務
省
，

４

彙
）
」
が

綱
額

さ
れ
て
い
ま
す
。

増
願
の
理
由
は
―
．
文
青

に
は
こ
う
あ
り
ま
す

「税
制
改
正

＾
消
費
税

導

入
の
こ
と
）
の
た
め
の
特
別

の
段
い
で
あ
る
　
更
に
平
成

元
年
度
に

つ
い
て
も
　
引
き

続
き
同
様
の
額
を
計
上
し
て

い
る
が
　
こ
れ
も
新
税
制
の

円

お
実
施
等
の
Ｉ
倍
に
よ
る

も
のつ
ま
り
、
消
苺
税
〓
案
成

立
　
妻
泄

の
た
め
の
国
会
対

策
な
ど
に
外
交
撻
色
召
を
使

っ
た
　
と

い
う
ヽ
傍

が
澤
か

ん
で
き
ま
す

こ
れ
は
岡
田

氏
が
い

つ
よ

う
な

『外
ｔ
用
務
」
で
な

い

こ
と
は
明
自
で
す

日
本
共
産
覚
●
鴫
川
鉄
セ

衆
院
議
員
は
２
日
の
衆
院
予

算
●
員
会
で
　
志
０
氏
が
公

表
し
た
文
一嗜
を
も
と
に
調
査

す

べ
き

だ

と

主

張

し

ま

し

た
。樅

密
資
の
傍
燿
ム
開
を
求

め
て
い
る
政
治
資
金
オ
ン
プ

ス
マ
ン
の
販
口
徳
忙
共
同
代

姜

（
弁
護
士
）
は
指
摘
し
ま

す
。

「
税
金
の
使
い
道
を
お
明

化
す
る
と
い
・つ
な
ら
　
凝
由

毅
こ
一ヽ

公
開
す
べ
き
だ
　
上

綺

は

明

自

な
財

政

法

迫

反

だ
．
上
納
語
が
い
く
ら
に
な

る

か

当

然

公
表

す

べ

き

だ

し
　
上
納
を
う
け
た
内
艤

官

房
も
過

ｎ
ｉ
口
余
を

つ
く

ｏ

て
当
時
の
担
当

者
に
俺
遼
を

聞
く
べ
き
た
」



国

会

で
は

鳩

山
由

紀

夫

首

相
、
民
主
党
の
小
沢

一
郎
幹
事

長
の
政
治
資
金
問
題
が
論
議
さ

れ
て
い
る
が
、
も
う
ひ
と

つ
大

切
な

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
宿
題

が
あ
る
。
報
償
（機
密
）
費
だ
。

「
権
力
の
潤
滑
油
」
と
評
さ
れ

る

″
つ
か
み
金
″
だ
が
、
原
資

は
血
税
。
自
公
政
権
の
下
野
間

際
に
も
、
二
億
五
千
万
円
の
官

房

機

密
費

が
使

途

不

明

の
ま

ま
、
引
き
出
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス

張

り

が
期

待

さ

れ

た

鳩

山

政

権
。
し
か
し
ヽ
こ
の
領
域
は
い

ま
だ
曇
リ
ガ
ラ
ス
だ
。

（大
野
孝
志
、
篠
ケ
瀬
祐
司
）

「
か
つ
て
外
務
省
の
報
償

費
が
総
理
大
臣
官
邸
の
外
交

円
務
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
外
務
省
で
判
明
し
た
」

今
月
五
日
、
鳩
山
内
閣
は

外
務
省
報
償

（
外
交
機
密
）

費
の

一
部
が
自
民
党
政
権
時

代
、
首
相
官
邸
に

〃
上
納
′

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る

答
弁
書
を
閣
議
決
定
し
た
。

鈴
木
宗
男
衆
院
議
員
の
質
問

主
意
書

へ
の
回
答
だ
。

だ
が
、
使
途
は
明
ら
か
に

さ
れ
な
か

っ
た
。
平
野
博
文

官
房
長
官
は
九
日
の
会
見
で

「
官
邸
サ
イ
ド
と
し
て
調
べ

る
す
べ
が
な
い
」
と
追
加
調

査
を
否
定
し
た
。
鳩
山
首
相

は
同
日
夜
、
記
者
団
に

「
旧

政
権
の
話
な
の
で
ど
こ
ま
で

靱 整

2001年の外務省報償費横領事件では、
舞台にな つた要人外国訪問支援室が廃
止された圭同年 1月、外務省で

な臨囃肇撻”けな軒めて　　（

衆院予算委員会で話 し込む鳩山首相
③と平野官房長官=5日 、国会で

メ

　

・
「
　
　
だ
。
総
選
挙
二
日
後
の
昨
年

を
引
き
出
し
た
の
は
不
自
然

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
機
密
費
の

一
種
、
検
察
の
調
査
活
動

費
に
も
不
正
流
用
疑
惑
が
つ
き
ま
と

っ
た
。

室

（
現
在
は
廃
止
）
室
長
に

よ
る
約
五
億
円
の
官
房
機
密

費
の
私
的
流
用
が
発
覚

（
室

長
は
後
に
詐
欺
罪
で
実
刑
判

決
）
。
外
務
省
職
員
が
な
ぜ

官

房

機

密

費

を
操

れ

た

の

か
、
機
密
費
と
は
何
か
、
と

い

っ
た
疑
間
が
噴
出
し
た
。

そ
の
後
、
外
交
機
密
費
の

一
部
が
官
邸

へ
一″
上
納
〃
さ

れ
て
い
た
疑
惑
が
浮
上
し
、

国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
歴
代
内
閣
は
疑
惑
を
否

定

し
続

け

た
。
一
そ

れ

が

今

回
、
初
め
て
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
事
件
の
際
、
宇
野
内

閣
で
官
房
長
官
を
務
め
た
塩

川

正

十

郎

衆

院

議

員

（
当

時
）
が
い
官
房
機
密
費
の
使

途
の

一
部
は

「
野
党
対
策
」

な

ど

と

テ

レ
ビ

番

組

で
暴

露
。
〇
二
年
に
は
共
産
党
が

公
表
し
た
資
料
か
ら
、
議
員

の
背
広
代
や
パ
ー
テ

ィ
ー
券

代
、
外
遊
議
員

へ
の
餞
別
な

ど
に
機
密
費
が
使
わ
れ
て
い

た
疑
い
が
濃
厚
に
な

っ
た
。

名
称
か
ら
は

「
邦
人
誘
拐

事
件
の
解
決
の

一
助
」
な
ど

と
い

っ
た
用
途
が
想
像
さ
れ

が
ち
な
機
密
費
「
そ
れ
が
政

権
の
小
遣
い
代
わ
り
だ

っ
た

と
し
た
ら
許
さ
れ
な
い
。

政
権
交
代
で
ベ
ー
ル
が
は

が
さ
れ
る
か
と
思
い
き
や
、

官
房
機
密
費
の
扱
い
の
責
任

者
で
あ
る
平
野
官
房
長
官
は

就
任
直
後
、

「
そ
ん
な
の
あ

る
ん
で
す
か
」■
一昨
年
九
、

十
■
こ
は
当
ろ
ゞ
計
二
意
二


